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敦賀発電所１号機の原子炉起動と調整運転開始について 
 
 当社、敦賀発電所１号機（沸騰水型軽水炉：定格出力３５万７千ｋＷ）は、平成１１

年８月２０日から第２６回定期検査を開始し、応力腐食割れ（ＳＣＣ）の予防保全対策

としてシュラウド取替工事等を行ってきましたが、全ての定期検査の工程を終了し、2
月９日に原子炉を起動、同日中に臨界となる予定です。 
今後は諸試験を実施し、２月中旬（２月１２日～１５日頃（＊））に定期検査の最終段階

である調整運転を開始し、３月上旬には経済産業省の最終検査を受けて営業運転を再開

する予定です。 
 
＊調整運転開始日は、タービンバランシング作業（調整運転開始前にタービン発電機の

回転数を上昇させてタービン車軸の振動を測定し、振動が管理値より高い場合はタービ

ン車軸にバランスウエイトを取り付け振動を小さくする作業）の実施の有無により変わ

ります。 
 
１． 主要工事等（図―１） 
（１） シュラウド取替工事（図－２、３） 
応力腐食割れ（ＳＣＣ）発生の予防保全対策として、シュラウド等の材料をＳＵＳ３０

４相当品から、耐ＳＣＣ性に優れたＳＵＳ３１６Ｌ等に取替えた。 
（２）シュラウドサポート応力腐食割れ（ＳＣＣ）対策工事（図―４） 
シュラウド取替工事作業中にシュラウドサポート部に合計３００箇所の微細なひび割れ

が認められ、原因調査の結果、製作時の残留応力等に起因したＳＣＣが発生したものと

推定されたこのため、下部シュラウドサポートについて、原子炉圧力容器との取付部を

残し、耐ＳＣＣにより優れた材料（インコネル材）に取替えた。 
「平成１１年１２月１０日、２２日、平成１２年２月８日、４月２０日、６月１日 発表

済み」 
（３）炉内計装ハウジング（保護筒）ＳＣＣ予防保全工事（図－５) 
応力腐食割れ（ＳＣＣ）発生の予防保全対策として、炉内計装ハウジング２９本全数に

ついて、ハウジング内面にＴＩＧクラッディング（耐食性に優れた金属を溶接肉盛させ

る工法）を実施した。 
（４）原子炉再循環配管内の流量検出用フローエレメントの取替工事（図－６) 
原子炉再循環流量を検出する流量検出用フローエレメント（ノズルタイプ）を定期検査



 

  

時等の被ばく低減のため、放射性物質が付着しにくい形状（円錐型ベンチュリータイプ）

に取替えた。 
（５）給水加熱器取替工事（図－７) 
第１～第３給水加熱器（２系統、計６基）について、信頼性の向上及び保守性向上を図

るため取替を実施した。その際、管支持板については炭素鋼から耐食性に優れた低合金

鋼に変更した。 
 
２． 燃料取替計画 
燃料集合体の外観検査を実施した結果、異常は認められませんでした。 
燃料集合体全数３０８体のうち、６０体（全て新燃料集合体かつ高燃焼度８×８燃料）

を取替えました。 
 
３． 次回定検予定 
  次回定期検査は平成１４年冬頃を予定しています。 
 

以上 

 
 
図－１  主要工事概要 
図－２  シュラウド取替工事概要 
図－３  シュラウド取替工事 
図－４  シュラウドサポート応力腐食割れ（ＳＣＣ）対策工事 
図－５  炉内計装ハウジング（保護筒）ＳＣＣ予防保全工事 
図－６  原子炉再循環配管内の流量検出用フローエレメントの取替工事 
図－７  給水加熱器取替工事 
 
  



 

  

 
 
  



 

  

 
 
  



 

  

 
 
  



 

  

 



 

  

 
 
  



 

  

 
 
 



 

  

 


